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万博期間中のライドシェアの緩和に向けて 

 

開催まで１年を切った大阪・関西万博は、世界の課題解決への針路を示すととも

に、我が国の経済成長の起爆剤としても期待される。その成功に向け、関西はもち

ろん、オールジャパン体制で取組みを進めなければならない。  

現在、万博に向け様々な準備が進められているが、会場における魅力的なコンテン

ツの発信、安全・安心の確保などに加え、来場者にいかにストレスのない円滑な移

動手段を提供するかも重要である。  

万博期間中は、多くの来場者が会場を起点に移動することとなる。その有効な移

動手段の一つがタクシーであるが、大阪府及び大阪市の試算では、期間中、大阪府

内で一日当たり約 2,300台のタクシー、約 4,000人のドライバーが不足すると見込

まれており、これに対応するには、ライドシェア制度の導入が大きな選択肢となり

得る。  

もとより、交通を取り巻く地域の実情は様々であり、徹底した安全確保と、タク

シー会社との共存共栄を大前提に、ライドシェア制度も柔軟に実施されるべきもの。 

とりわけ、2,800万人もの来場者が見込まれる万博においては、その実情に合わせた

ライドシェアを実現することで、来場者の交通分散だけでなく、ストレスのない移

動によるおもてなしの向上が期待できる。あわせて、万博を機に豊富な観光資源を

有する関西各地への周遊が促進され、交流人口の増加による地域活性化にもつなが

るものと期待される。  

以上のような認識の下、次の事項について要望する。  

 

記 

 

１．万博開催地・大阪において、万博で急増する移動需要に対応するためには、車

両台数、地域、期間などが限定される現行のライドシェア制度では不十分。大阪の

実情に合わせたライドシェア制度となるよう、速やかに現行制度の緩和を行うこと。 

 

２．交通空白地を抱える地域、大規模イベントの開催による一時的な需要増への対

応が必要な地域など、地域の実情は様々。ライドシェア制度の導入が必要と考える

地域が、その実情に応じ、課題解決に資するような柔軟で多様なライドシェアを実

現できるよう、国における議論を進めること。 
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